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変わらない正義 

３月 31 日から連続テレビ小説「あんぱん」の放送が始まります。「あんぱん」のモデルとな

っているのは、漫画家のやなせたかし氏とその妻・小松暢
のぶ

さんです。 

やなせたかし氏の代表作といえば、誰もが知る「アンパンマン」シリーズです。1973 年に

シリーズ第１作目である絵本「あんぱんまん」が出版されてから半世紀以上が立ちましたが、

今なお子どもたちに絶大な人気を誇っています。 

「アンパンマン」の中で特に印象的なシーンがあります。 

「さあ僕のかおを食べて。」アンパンマンはお腹を空かせている人がいると必ず駆け寄り、

ためらうことなく自らの顔であるアンパンをちぎって差し出します。アンパンマンは顔が欠

けたり汚れたりすると弱ってしまいます。アンパンを差し出すことによって、自分自身が弱

ると分かっていても、それでもアンパンマンは困っている人に手を差

し伸べるのです。 

このアンパンマンの行為こそ「変わらない正義」とやなせ氏は考えま

す。その背景にはやなせ氏自らが体験した過酷な戦争体験がありまし

た。やなせ氏は、20 代で第二次世界大戦に中国へ出征し、自らも戦時

中飢えに苦しみ続けました。正義の戦いだと信じて戦いましたが、日本

の敗戦後、やなせ氏は正義の戦いなど存在しない、戦争そのものが悪だ

ったとこれまでの考え方を一変したのです。正義とはその時代や立場

によって全く異なってしまう現実に直面し、では「本当の正義」とは何

かを考えました。辿り着いたその答えをやなせ氏は 2012 年に放送され 

た NHK『100 年インタビュー』でこう答えています。 

「正義というものが逆転するんですよ。では逆転しない正義は何か

というとひもじい人を助けることなんですね。つまりそこに飢えてい

る人がいれば一切れのパンをあげることはどこの国に行こうが正しい

ことなんです」 

困っている人を見過ごすことのできないアンパンマンの優しい心に

は、やなせ氏自身の戦争体験を経てたどり着いた「変わらない正義」が

込められていたのです。 

今年は戦後 80 周年の節目の年です。この機会に、改めて戦争や平和

について考えてみるのも、意味のあることではないでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 
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絵本『あんぱんまん』は幼

児遊戯室に配架されてい

ます。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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